


今
、
全
国
の
自
治
体
が
、
地
域
経

済
の
疲
弊
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
の

渦
中
に
あ
り
ま
す
。
本
市
も
、
こ
う

し
た
問
題
か
ら
派
生
す
る
数
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
着
実
に
一
歩
一
歩
克
服
し
て
、
さ

ら
に
豊
か
で
活
力
あ
る
文
化
の
薫
り

高
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

本
市
に
は
、
地
域
お
こ
し
を
担
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
自
主
組
織
が
数
多
く

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活

動
を
、
地
域
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
事
業

な
ど
で
支
援
す
る
と
と
も
に
、
一
緒

に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
市
域
全
体
を
網
羅
す
る
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
イ
ン
フ
ラ
を
最
大

限
に
利
活
用
し
て
、
協
働
の
前
提
と

な
る
情
報
共
有
に
努
め
ま
す
。

本
市
を
含
め
た
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
は
、
産
業
や
観
光
資
源
な

ど
が
集
積
し
、将
来
性
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
市
長
会
に
お
い
て
、
圏
域

の
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
す

が
、
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化

し
、
産
業
や
観
光
、
福
祉
な
ど
地
域

振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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別
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1
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

目
次
●
平
成
２５
年
１
月
号
Ｖｏｌ.
９９

「安来平野のコハクチョウ」
冬の使者コハクチョウが、今年も安来平野
をにぎわせています。
朝になると、羽を休めている水田から、エ
サ場を目指して助走を開始。翼を大きくはた
めかせ、力強く水面を疾走して、空へと駆け
上ります。
・撮影日 12月 12日
・撮影場所 宇賀荘町

今月の表紙

市市
議議
会会
１１２２
月月
定定
例例
会会

市市
長長
施施
政政
方方
針針
（（
要要
旨旨
））

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る

市
政
運
営
を
目
指
し
ま
す

１２
月
３
日
に
開
会
し
た
市
議
会
１２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
近
藤
市
長
が

説
明
し
た
２
期
目
の
市
政
に
臨
む
施
政
方
針
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市

長
会

参
加
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立

２



ミ
リ
ア
ン

姉
妹
都
市
で
あ
る
密
陽
市
を
は
じ

め
国
際
交
流
事
業
を
推
進
し
、
交
流

人
口
の
拡
大
や
産
業
、
観
光
振
興
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

議
員
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
本
市
に
ふ

さ
わ
し
い
庁
舎
建
設
を
早
期
に
行
っ

て
い
く
考
え
で
す
。

ま
た
、
庁
舎
建
設
場
所
の
方
針
転

換
に
よ
り
、
地
権
者
の
皆
さ
ま
に
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
、
今
後
も

誠
意
を
持
っ
て
、
解
決
に
向
け
引
き

続
き
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

本
市
は
、
鉄
鋼
業
を
中
心
と
す
る

県
内
屈
指
の
産
業
集
積
地
で
あ
る
と

と
も
に
、
豊
か
な
自
然
と
観
光
資
源

を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
強
み

を
最
大
限
活
か
し
て
、
産
業
振
興
を

図
り
ま
す
。

た
た
ら
技
術
を
伝
承
す
る
製
鋼
業

お
よ
び
金
属
加
工
業
を
核
と
し
た
特

殊
鋼
関
連
産
業
、
金
属
産
業
の
さ
ら

な
る
集
積
・
拠
点
化
を
、
県
と
一
体

と
な
っ
て
推
進
し
ま
す
。

新
た
な
企
業
誘
致
、
既
存
企
業
の

事
業
拡
張
の
推
進
を
図
る
た
め
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
助
成
制
度
を
設
け

る
な
ど
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
の
企

業
誘
致
に
努
め
ま
す
。
新
た
な
企
業

団
地
は
、
今
後
の
需
要
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
産
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
す
ぎ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
新
商
品
開
発

や
販
路
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
推
進
な
ど

に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
支
援
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

集
落
営
農
の
推
進
と
後
継
者
お
よ

び
新
規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
確
保

を
図
り
、
あ
わ
せ
て
、
農
業
生
産
基

盤
を
整
備
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と

の
推
進
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

将
来
の
農
村
地
域
を
描
く
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定
と
実
践
の
推

進
に
よ
り
、
中
心
的
農
業
経
営
体
へ

農
地
を
集
積
し
、
農
産
物
の
生
産
体

制
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業

部
門
へ
の
企
業
参
入
を
促
進
し
ま
す
。

ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
能
義
第

二
地
区
、
大
塚
地
区
の
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す

る
と
と
も
に
、
安
田
地
区
は
国
庫
補

助
調
査
を
実
施
し
、
平
成
２７
年
度
採

択
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

農
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
能
２

期
地
区
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事

業
の
平
成
２８
年
度
完
成
を
目
指
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
造
林
木
は
木
材
と
し
て
使

用
可
能
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
経

営
基
盤
と
な
る
路
網
整
備
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。
地
元
産
材
を
は
じ

め
と
す
る
木
材
利
用
に
つ
い
て
、
公

共
建
築
物
へ
の
積
極
的
な
使
用
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
地
域
材
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
安
来
地
域
材
活
用
住
宅
普
及

助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
さ
ら

な
る
利
用
策
を
推
進
し
、
森
林
資
源

の
活
用
を
図
り
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ

て
い
る
間
伐
材
、
竹
材
な
ど
を
活
用

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
じ
、

新
た
な
産
業
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と

し
て
、
個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
小
水
力
発
電
所
の
改
修
な
ど
を

進
め
ま
す
。

●
国
際
交
流

●
安
来
庁
舎
の
現
在
地
建
て
替
え

●
林
業
の
振
興

市議会１２月定例会 市長施政方針

●
農
業
の
振
興

▲地域材を使用して建設中の
市営住宅「石原町帳団地」（広
瀬町）

多
彩
な
魅
力
と

創
造
力
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

▼

産
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や

す
ぎ
に
よ
る
支
援
例
（
や
す

ぎ
夢
追
人
支
援
事
業
を
活
用

し
て
開
発
さ
れ
た
新
商
品
）

●
商
工
業
の
振
興

３



市
内
に
は
民
謡
安
来
節
を
は
じ
め
、

史
跡
、
社
寺
、
庭
園
、
ま
つ
り
な
ど

優
れ
た
文
化
財
が
豊
富
に
保
存
・
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
、
個
々
の
環
境
整

備
を
行
い
な
が
ら
、
中
海
・
宍
道

湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
を
は
じ
め
関

係
団
体
と
連
携
し
、
観
光
資
源
の

ル
ー
ト
化
、
情
報
発
信
力
の
強
化
を

図
り
、誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
足
立
美
術
館
が
米
国
庭
園

雑
誌
の
日
本
庭
園
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、

１０
年
連
続
日
本
一
の
評
価
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
鷺
の

湯
温
泉
、月
山
、比
婆
山
、清
水
寺
、

加
納
美
術
館
な

ど
の
主
要
拠
点

エ
リ
ア
を
は
じ

め
、
観
光
交
流

プ
ラ
ザ
、
道
の

駅
あ
ら
エ
ッ
サ

な
ど
の
集
客
施

設
と
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
快
適

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
定
住
環
境
の
整

備
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
中
山
間
地
域
で
人
口
が
大

き
く
減
少
し
、
さ
ら
に
少
子
化
が
拍

車
を
か
け
、
地
域
全
体
に
空
き
家
が

増
え
、
独
居
老
人
や
買
い
物
難
民
が

顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は
、
生

活
に
必
要
な
諸
施
設
が
歩
い
て
ま
わ

れ
る
範
囲
に
ま
と
ま
っ
た
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
で
あ
り
、
そ
れ
が
ブ
ド
ウ

の
房
の
よ
う
に
市
域
に
点
在
し
、
一

極
集
中
で
は
な
く
地
域
間
の
均
衡
あ

る
発
展
を
目
指
す
も
の
で
す
。

庁
内
に
連
絡
組
織
を
立
ち
上
げ
、

総
合
的
な
施
策
を
検
討
し
て
お
り
、

今
後
、
空
き
家
、
空
き
店
舗
、
空
き

地
の
利
活
用
な
ど
、
各
種
定
住
支
援

策
や
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

集
落
の
衰
退
や
担
い
手
不
足
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
中
山
間

地
域
元
気
い
き
い
き
補
助
事
業
を
は

じ
め
、
移
動
販
売
車
購
入
補
助
、
買

い
物
代
行
支
援
な
ど
、
多
角
的
に
そ

の
振
興
を
図
り
ま
す
。

緊
急
性
、
重
要
性
の
高
い
、
山
根

１
号
線
、
今
津
下
坂
田
線
、
木
戸
川

東
線
な
ど
を
計
画
的
に
整
備
す
る
と

と
も
に
、「
幹
線
道
路
」、「
地
域
幹

線
道
路
」、「
日
常
的
生
活
道
路
」
の

体
系
的
な
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
で
あ
る
中

海
・
宍
道
湖
に
つ
い
て
は
、
条
約
の

理
念
で
あ
る
「
環
境
保
全
」
と
「
ワ

イ
ズ
ユ
ー
ス
」の
考
え
方
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
２５
年
度
は
、
本
市
を
会

場
に
沿
岸
の
一
斉
清
掃
の
開
催
式
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

契
機
に
、
さ
ら
に
地
域
住
民
の
意
識

高
揚
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道

の
普
及
に
よ
る
中
海
へ
の

負
荷
を
削
減
す
る
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

島
根
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
重

大
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難

先
で
あ
る
、
岡
山
県
内
の
受
け
入
れ

自
治
体
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
避
難
受
け
入
れ
了
解

の
回
答
を
得
て
、
避
難
先
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
細
部

の
協
議
を
続
け
、
広
域
避
難
計
画
の

策
定
を
進
め
ま
す
。

今
年
度
、
用
地
を
取
得
し
ま
し
た

の
で
、
来
年
早
々
に
造
成
工
事
に
着

手
し
、
平
成
２６
年
度
に
は
し
ゅ
ん
工

予
定
で
す
。

国
、
県
に
よ
る
中
海
沿
岸
部
に
お

け
る
外
水
対
策
と
、
市
に
よ
る
内
水

排
除
対
策
の
実
施
に
向
け
、
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
整

備
や
水
門
改
修
な
ど
を
進
め
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
期
に
結
論
を
得
る

た
め
、
県
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

み
ん
な
が
住
み
よ
い

快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

中中山山地地域域元元気気いいききいいきき補補助助
金金のの活活用用例例（（手手作作りり鎧鎧かかぶぶ
とと教教室室））

●
原
子
力
防
災

●
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

●
防
災
行
政
の
拠
点
施
設
と
な
る

消
防
新
庁
舎

●
水
環
境
整
備
の
促
進

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化

●
中
海
周
辺
の
内
水
対
策

●
中
山
間
地
域
の
活
性
化

●（
仮
称
）中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備

▲

道
の
駅
「
あ
ら
エ
ッ
サ
」
に
新
た
な

交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

た
。多
目
的
施
設「
な
か
う
み
交
流
館
」

４



子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
、
育

て
、
健
康
で
誰
も
が
生
き
甲
斐
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
保
健
・
医
療
や
高
齢
者
福
祉
の

よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

本
年
７
月
か
ら
、
３
歳
以
上
就
学

前
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
市
単
独
助

成
の
上
乗
せ
を
実
施
し
、
０
歳
以
上

就
学
前
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
負
担
の
無
料
化
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
さ
ら
な
る
助
成

制
度
の
拡
充
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

県
内
の
公
立
保
育
所
、
幼
稚
園
で

は
初
め
て
と
な
っ
た
「
認
定
こ
ど
も

園
荒
島
」
を
本
年
４
月
か
ら
開
設

し
、
幼
保
一
体
の
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
績
を
踏
ま

え
、
今
後
、
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
就
学
移
行
に
向
け
て
幼
稚
園
と
保

育
所
の
合
同
教
育
を
実
施
す
る
な

ど
、
保
・
幼
・
小
が
連
携
し
就
学
前

教
育
を
行
い
、
条
件
が
整
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
幼
保
一
体
化
の
取
り
組
み
を

広
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
来
市
親
子
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の

つ
ど
い
の
広
場
事
業
を
通
じ
、
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
集
う
場
を
提
供
し
、
子
育
て
の
悩

み
解
消
や
親
子
の
交
流
、
仲
間
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
。

健
康
増
進
計
画
「
健
康
や
す
ぎ

２１
」
に
基
づ
き
、
検
診
事
業
を
計
画

的
に
充
実
さ
せ
て
お
り
、昨
年
度
は
、

一
定
年
齢
の
方
の
大
腸
が
ん
検
診
を

無
料
化
し
、
ま
た
、
子
宮
が
ん
検
診

は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
追
加
し
、
充
実
し

た
検
診
の
実
施
に
努
め
て
い
ま
す
。

高
校
生
、
専
門
学
校
生
へ
の
健
康

講
座
を
地
域
医
師
会
の
ご
協
力
に
よ

り
実
施
し
て
お
り
、
若
い
と
き
か
ら

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

夜
間
・
休
日
の
診
療
、
無
医
地
区

へ
の
巡
回
診
療
や
２
次
救
急
へ
の
対

応
な
ど
、
医
療
の
確
保
・
充
実
に
努

め
ま
す
。
特
に
、
身
近
な
地
域
で
安

定
し
た
良
質
な
医
療
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
引

き
続
き
、
市
立
病
院
と
地
域
の
医
療

機
関
と
が
連
携
し
て
、
医
療
の
安
定

し
た
提
供
と
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

関
係
機
関
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な

ど
と
の
連
携
を
深
め
、行
政
が
住
民
、

地
域
と
の
協
働
を
図
る
こ
と
で
、
総

合
的
な
福
祉
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
日

常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
の

で
き
る
よ
う
、
地
域
生
活
移
行
や
就

労
支
援
な
ど
の
実
態
に
即
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

「
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
生
活
支
援

体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
日
常
生
活
圏
域
を
中
心
と
し
た

地
域
完
結
型
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
充
実

地
域
の
中
で
支
え
あ
う

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

●
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

●
保
健
・
医
療
の
充
実

▼買い物代行支援。今後も高齢者が
地域で生活できる体制づくりをサ
ポートしていきます。

●
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

４４月月ににススタターートトししたた、、認認定定
ここどどもも園園荒荒島島（（幼幼稚稚園園舎舎、、
５５歳歳児児教教室室のの様様子子））

市議会１２月定例会 市長施政方針

●
子
育
て
環
境
の
充
実

●
地
域
医
療
の
充
実

▲

が
ん
検
診
を
充
実
さ
せ
、

市
民
の
受
診
率
向
上
と
健
康

増
進
を
図
り
ま
す
。
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教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

不
登
校
な
ど
の
児
童
生
徒
の
学
校
復

帰
お
よ
び
社
会
的
自
立
を
支
援
し
ま

す
。
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
指
導
主
事
を
１
名
増
員

し
、
学
校
な
ど
へ
の
支
援
を
よ
り
き

め
細
や
か
に
行
っ
て
い
ま
す
。
就
学

へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
、
重
視
し

て
き
た
早
期
か
ら
の
教
育
相
談
や
支

援
体
制
の
充
実
に
一
層
努
め
ま
す
。

豊
か
な
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
し

た
調
べ
学
習
や
、
体
験
学
習
を
中
心

と
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。
学
校
に
お
い
て
、
地

域
や
児
童
、
生
徒
の
実
態
に
即
し
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

第
一
中
学
校
の
校
舎
改
築
事
業

は
、
校
舎
建
築
工
事
を
開
始
し
、
現

在
、
基
礎
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
末
に
は
校
舎
が
完
成
し
、

移
転
後
、
旧
校
舎
の
取
り
壊
し
を
行

い
、
平
成
２６
年
度
に
は
外
構
、
体
育

館
な
ど
の
周
辺
整
備
を
終
え
、
一
連

の
事
業
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

現
在
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
整
備

率
は
９５
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
山
陰

１２
市
随
一
の
整
備
率
で
あ
り
、
第
一

中
学
校
の
改
築
を
も
っ
て
、
耐
震
化

が
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
２７

年
度
の
建
設
に
向
け
、
具
体
的
検
討

を
進
め
ま
す
。

社
日
小
学
校
プ
ー
ル
を
は
じ
め
老

朽
化
し
た
学
校
施
設
の
改
修
な
ど
、

引
き
続
き
、
安
心
、
安
全
な
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
に
よ

り
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
育
成
支

援
を
行
う
こ
と
で
社
会
教
育
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
各
世
代
に
応
じ

た
効
果
的
な
学
習
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

「
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」

の
開
催
は
も
と
よ
り
、
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
島
根
ス
サ

ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
の
公
式
戦
開
催
の
側

面
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
選
手
を
小
学
校
に
招
き
交

流
す
る
夢
授
業
を
継
続
し
て
行
う
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
お
よ
び
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

育
成
支
援
を
図
り
ま
す
。

老
朽
化
が
進
む
各
種
体

育
施
設
の
整
備
に
、
鋭
意

取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、

陸
上
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
競
技
場
整
備
を
検

討
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

歴
史
文
化
講
座
や
総
合
文
化
祭
・

美
術
展
の
開
催
を
通
じ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
芸
術
文
化
へ
の
関
心
や
す

そ
野
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ひ

ば

の

き

ひ

め

つ
か

比
婆
山
、
能
義
神
社
、
毘
売
塚
な
ど

の
神
話
や
、
た
た
ら
製
鉄
に
ま
つ
わ

る
金
屋
子
神
社
を
は
じ
め
鉄
の
道
文

化
圏
、
月
山
富
田
城
を
舞
台
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た
尼
子
氏
の
戦
国
ロ
マ
ン

な
ど
、
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
、
圏

域
の
文
化
交
流
、
環
境
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

一
人
一
人
が
基
本
的
人
権
を
尊
重

す
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
互
い
に

認
め
、
助
け
合
い
な
が
ら
個
性
や
能

力
を
活
か
し
た
仕
事
や
子
育
て
、
地

域
活
動
が
で
き
る
よ
う
学
習
・
啓
発

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

▲建築工事に着手した第一中学校（校舎改築事業）。

▲安来市総合文化祭（展示部門）の様子。

●
文
化
活
動
の
推
進

●
社
会
教
育
の
推
進

ひ
と
が
輝
く

活
力
発
揮
の
ま
ち
づ
く
り

●
学
校
教
育
の
充
実

●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進

●
教
育
環
境
の
整
備

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

６



諸
施
策
を
効
率
的
に
推
進
す
る
た

め
、
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
推
し
進

め
て
い
く
所
存
で
す
。

行
財
政
改
革
を
進
め
た
結
果
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
業
務
改
善
を
図
る

と
と
も
に
、
財
政
健
全
化
が
想
定
以

上
に
進
展
し
ま
し
た
。
合
併
直
後
の

平
成
１７
年
度
決
算
で
は
、
地
方
債
現

在
高
が
６
９
５
億
円
余
り
で
あ
っ
た

も
の
が
、
平
成
２３
年
度
決
算
で
は
５

７
４
億
円
余
り
と
、
１
２
１
億
円
余

り
減
少
し
ま
し
た
。
実
質
公
債
費
比

率
も
、
同
様
に
平
成
２３
年
度
決
算
で

は
１５
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
と
７
・
３
パ

ー
セ
ン
ト
低
下
し
、
平
成
２４
年
度
決

算
は
さ
ら
に
改
善
す
る
計
画
で
す
。

今
後
、
多
額
の
地
方
債
発
行
を
伴

う
主
要
事
業
が
逐
次
、
実
施
段
階
に

な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
中
期
財

政
計
画
な
ど
に
基
づ
き
予
算
配
分
の

適
正
化
に
努
め
、
事
業
を
推
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。

市
有
財
産
の
適
正
な
管
理
の
た
め

に
は
、
効
率
的
な
運
用
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
現
有
施
設

ご
と
の
現
況
、
資
産
価
値
、
維
持
管

理
経
費
な
ど
を
調
査
し
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
ほ
ぼ
終
え
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
、
管
理
運
営
方
針
を
明
ら

か
に
す
る
中
で
、
本
市
独
自
の
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
自
ら
の
給
与
２０
パ
ー
セ

ン
ト
カ
ッ
ト
を
継
続
す
る
た
め
関
係

条
例
の
一
部
改
正
を
専
決
処
分
し
、

今
議
会
に
お
い
て
承
認
を
求
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、
市
職
員
の
さ
ら
な
る
意
識

改
革
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私
の
抱
く

問
題
意
識
、
市
政
の
方
向
性
な
ど
を

市
職
員
と
共
有
し
、
職
員
の
能
力
を

最
大
限
引
き
出
す
こ
と
が
責
務
だ
と

自
覚
し
て
お
り
、
人
材
育
成
基
本
方

針
に
沿
っ
た
職
場
環
境
の
整
備
を
進

め
て
い
く
所
存
で
す
。

今
回
提
案
し
ま
す
案
件
は
、
議
決

案
件
３１
件
、
承
認
案
件
３
件
、
報
告

案
件
１
件
、
諮
問
案
件
１
件
で
す
。

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
総
選
挙
に
伴
い
必
要

と
な
る
選
挙
費
の
執
行
の
た
め
、
２

４
０
０
万
円
の
補
正
予
算
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
総
額
２
億
１
９
０
０
万
円
を
計

上
し
、
補
正
後
の
予
算
規
模
は
２
４

０
億
６
１
２
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
事
業
の
進
捗
に
伴

い
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を

財
源
と
す
る
諸
事
業
に
つ
い
て
、
事

業
間
の
調
整
を
行
う
も
の
で
す
。
併

せ
て
、
定
期
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
補
正
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

今
議
会
開
会
中
に
全
員
協
議
会
の

開
催
を
お
願
い
し
、「
安
来
市
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
の
廃
止
に
つ
い

て
」、「
ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ
ン
汐
彩
分

譲
促
進
に
つ
い
て
」、「
安
来
市
消
防

新
庁
舎
の
基
本
設
計
に
つ
い
て
」
の

３
件
に
つ
い
て
、
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
、
わ
が
国
は
、
歴
史
的
に
も
大

き
な
節
目
の
時
を
迎
え
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
明
治
期
以
来
、
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
人
口
が
減

少
に
転
じ
、
過
去
世
界
的
に
も
例
を

見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
、
高

齢
化
が
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
全

国
的
な
流
れ
を
一
自
治
体
の
力
で
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
視
点

を
変
え
新
た
な
発
想
に
立
つ
こ
と

で
、
現
状
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
と
と
も

に
、
た
た
ら
製
鉄
に
代
表
さ
れ
る
古

く
か
ら
の
歴
史
、
文
化
が
根
付
い
て

お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
も
の
づ

く
り
な
ど
の
精
神
と
な
っ
て
今
日
ま

で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。日
本
人
の
も
つ
勤
勉
、

ち

忍
耐
力
、緻
密
さ
と
い
っ
た
資
質
は
、

本
市
に
と
っ
て
も
何
に
も
代
え
難
い

財
産
で
あ
り
、
本
市
を
根
底
か
ら
支

え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
使
命
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
本
市
の
持
つ
多
様
な
財
産
、
資

源
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
誇
り

と
自
信
を
も
っ
て
市
政
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
行
政
を
目
指
す
こ
と
で

あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

市議会１２月定例会 市長施政方針

今
議
会
で
提
案
す
る
諸
議
案
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消
防
新
庁
舎
の
建
設
地
に
つ
い
て

は
、
市
内
９
カ
所
の
候
補
地
か
ら
最

終
的
に
飯
島
町
地
内
（
国
道
９
号
沿

い
・
第
一
中
学
校
北
側
）
に
決
定
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
用
地
取
得
を
終
え
、
来
年

早
々
に
造
成
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
建
物
は
、
来
年
度
に

着
工
し
、
平
成
２６
年
度
末
の
し
ゅ
ん

工
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
な
ど
に
お
け
る
、
県
内
・

県
外
の
消
防
本
部
な
ど
と
の
通
信
網

と
、
市
内
各
署
所
へ
の
一
斉
指
令
機

能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
消
防
救
急

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
と
も
に
、
最

新
鋭
の
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
な
ど
、
消
防
署
機
能
の
強
化
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
職
員
・
消
防
団
員
の

日
常
訓
練
を
行
う
訓
練
塔
や
訓
練
場

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
や
事
業
所
な
ど
、
市
民
を
対
象

と
し
た
防
災
活
動
の
普
及
啓
発
や
応

急
手
当
講
習
な
ど
を
行
う
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
消
防
拠
点
施
設
を
強
化
し
ま
す

消
防
新
庁
舎
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

現
在
の
消
防
本
部
庁
舎
は
、
建
設
か
ら
４１
年
が
経
過
し
、
建
物
の
老
朽
化

を
は
じ
め
、
消
防
車
両
の
大
型
化
・
増
車
、
消
防
職
員
の
増
員
な
ど
に
よ
り

機
能
空
間
が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
消
防
業
務
を
円
滑
・

的
確
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
庁
舎
の
建
て
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
新
し
い
消
防
庁
舎
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
基
本

設
計
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

訓訓練練塔塔

●
最
新
の
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を

導
入
、
訓
練
施
設
を
充
実

伯伯太太川川

車車庫庫棟棟

●
し
ゅ
ん
工
予
定
は
平
成
２６
年
度
末

本本館館棟棟

現在の消防本部庁舎。
（昭和４７年しゅん工）

・本館棟 3,264 ㎡（ＲＣ３階建）

・訓練塔 478 ㎡（ＲＣ４階建・３階建）

・車庫棟 400 ㎡（Ｓ２階建）

※ＲＣ…鉄筋コンクリート構造
Ｓ …鉄骨構造

消防新庁舎の計画規模・構造

約 12,000 ㎡

消消防防新新庁庁舎舎イイメメーージジ図図

米
子
方
面

伯
太
川

国国道道９９号号

安来球場

第一中学校

延床面積・構造

消消防防新新庁庁舎舎

国道９号

敷地面積

■
問
い
合
わ
せ

消
防
庁
舎
建
設
推
進
室

℡
２３‐

３
４
２
２

吉
田
川

松
江
方
面

８



「
以
前
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

健
康
食
品
を
今
か
ら
送
り
ま
す
」
と

突
然
電
話
が
あ
っ
た
。

「
注
文
し
た
覚
え
は
な
い
」
と
伝

え
る
と
「
確
か
に
注
文
し
て
い
る
。

代
金
は
２
万
円
。
支
払
わ
な
い
と
訴

え
る
」
と
脅
さ
れ
た
。
そ
ん
な
に
高

い
健
康
食
品
を
注
文
す
る
は
ず
が
な

い
の
に
、
翌
日
業
者
が
言
っ
た
と
お

り
商
品
が
届
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
業
者
の

連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

た
め
、
い
っ
た
ん
支
払
っ
て
し
ま
う

と
、
代
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難

な
の
が
実
情
で
す
。

勧
誘
さ
れ
て
も
必
要
な
け
れ
ば

は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

業
者
名
や
連
絡
先
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

承
諾
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
方
的
に
商
品
を
送
り
つ
け
ら

れ
た
場
合
は
、
代
金
を
支
払
う
義
務

は
な
く
、
受
け
取
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。
商
品
が
届
い
て
も
、
安
易
に

受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

た
場
合
や
、
商
品
を
受
け
取
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
安
来
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

安
来
市
内
で
も
悪
質
商
法
に
よ
る

消
費
者
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
を
狙
う
手
口
が
多

い
こ
と
か
ら
、
被
害
の
未
然
防
止
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
、
平
成
２５
年
版

啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
悪
質
商
法
に

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
心
得
な
ど
を

掲
載
。
イ
ラ
ス
ト
は
、
安
来
市
出
身

の
漫
画
家
・
柏
屋
コ
ッ
コ
さ
ん
に
描

い
て
い
た
だ
き
、
お
子
さ
ん
に
も
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
皆
さ
ん
用
と
し
て
作
成
し

て
い
ま
す
が
、
希
望
者
に
は
、
数
量

限
定
で
進
呈
（
無
料
）
い
た
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
進
呈
数
…
１
５
０
部
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
相
談
室
（
安
来

中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
１

階
）

℡
２３‐

３
０
６
８

ひとりで悩まず
まずはご相談ください

悪質商法や不当請求な
どの消費者トラブルにつ
いて、専門の相談員が応
じています。疑問やトラ
ブルが起きたときは、気
軽にご相談ください。

市民相談室
（安来市消費生活センター）

℡２３-３０６８

悪質な訪問販売・貴金属買取訪問、電話勧誘販売
携帯電話・パソコンのワンクリック請求
多重債務など

注注
文文
しし
てて
なな
いい
「「
健健
康康
食食
品品
」」
のの
送送
りり
つつ
けけ
にに
ごご
注注
意意
をを

―その⑧―

健
康
食
品
の
電
話
勧
誘
販
売
で
、「
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
品

が
送
ら
れ
て
き
た
」
な
ど
と
い
う
事
例
が
全
国
で
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
手
口
が
増
加
し
て
お
り
、
心
当
た
り
の
な

い
宅
配
便
や
、
勝
手
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
は
安
易
に
受
け
取
ら
な

い
よ
う
、
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

事

例

ア
ド
バ
イ
ス

安
来
市
か
ら
出
す
な
、
出
さ
す
な
消
費
者
被
害

「
悪
質
商
法
撃
退
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た

「「消消費費者者トトララブブルル」」被被害害続続出出！！

９



特
別
支
援
教
育
は
、障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、自
立
し
、

社
会
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な

力
を
は
ぐ
く
む
教
育
で
す
。
そ

し
て
、
従
来
の
よ
う
に
特
殊
教

育
諸
学
校（
ろ
う
学
校
・
養
護
学

校
な
ど
）や
特
殊
学
級
で
行
わ
れ

る
特
殊
教
育
の
対
象
の
障
が
い

だ
け
で
な
く
、通
常
の
学
級
も
含

め
た
、特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
が
在
籍
す
る
す
べ
て

の
学
校（
園
）で
実
施
さ
れ
る
も

の
で
す
。

安
来
市
教
育
委
員
会
で
は
、

特
別
支
援
教
育
基
本
計
画
を
定
め
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
周
囲
の
人
に
障

が
い
特
性
の
理
解
を
す
す
め
、特
別
支
援
教
育
に
携
わ
る
教
員
な
ど
へ
の
指
導
・

助
言
、
各
学
校
・
関
係
団
体
・
地
域
と
の
協
力
体
制
の

構
築
を
図
り
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、〝
気
づ
き
〞
と
〝
つ
な
げ
る
〞
を
テ
ー

マ
に
、
教
育
委
員
会
に
お
け
る
、
特
別
支
援
教
育
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

安
来
市
教
育
委
員
会
で
は
、
５
歳

児（
年
中
児
）を
対
象
と
し
た
個
別
相

談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
小
学
校
入
学

を
笑
顔
で
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
、

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
５
歳
に
な
る
年
度
の
４
月
ご
ろ
に

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
例

・
食
事
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

給
食
が
心
配
。

・
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
る
。

・
落
ち
着
き
が
な
く
て
心
配
。
な
ど

就
学
後
、
子
ど
も
の
「
困
っ
て
い

る
」
に
気
づ
い
た
と
き
は
、
在
籍
し

て
い
る
幼
稚
園
・
小
中
学
校
ま
で
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
任
ま
た
は
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
学
校
教
育
課
で
も
随
時
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
）

▼
相
談
例

・
ほ
か
の
教
科
は
で
き
る
の
に
、
勉

強
し
て
も
算
数
だ
け
が
で
き
な
い
。

・
授
業
中
、
手
悪
さ
や
私
語
な
ど
が

多
く
、
落
ち
着
き
が
な
い
。

・
人
と
話
す
こ
と
が
苦
手
。
自
分
の

気
持
ち
を
他
人
に
う
ま
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ど

■問い合わせ
学校教育課
℡２３‐３３２０

第３３回

５５
歳歳
児児
相相
談談
会会

保保護護者者合合同同相相談談会会

教教
育育
相相
談談

１０



こ
れ
ま
で
の
相
談
情
報
を
、
子
ど

も
に
か
か
わ
る
相
談
支
援
機
関
に
つ

な
ぐ
も
の
で
す
。

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
相
談
記
録
や

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
の

大
切
な
書
類
（
個
別
の
指
導
計
画
な

ど
）
を
と
じ
て
お
く
も
の
で
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
母
子
手
帳
と
一

緒
に
保
管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
相
談

支
援
機
関
が
相
談
お
よ
び
支
援
の
経

歴
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
に
合
っ
た
一
貫
し
た
支
援
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
「
だ
ん
だ

ん
」
を
希
望
す
る
人
は
、
学
校
教
育

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が

あ
り
、豊
か
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
個
別
の
移
行
支
援
計
画
」
は
、

お
子
さ
ん
一
人
一
人
が
豊
か
で
楽
し

い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
保
護
者
と
お
子
さ
ん
が
在
籍

す
る
学
校
（
園
）
や
療
育
等
関
係
機

関
と
協
力
し
て
作
成
し
、
次
に
就
学

す
る
小
中
学
校
な
ど
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
も
の
で
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
作
成
の
た
め
の

会
議
を
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の
保
護
者

や
家
族
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
合

同
相
談
会
で
、
２
カ
月
に
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

思
い
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
保
護

者
の
不
安
を
取
り
除
き
、
子
ど
も
へ

の
適
切
な
対
応
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子

ど
も
に
合
っ
た
教
育
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

場
所

伯
太
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

※
次
回
は
、
２
月
７
日
㈭
に
開
催
し

ま
す
。

保保
護護
者者
合合
同同
相相
談談

ササ
ポポ
ーー
トト
フフ
ァァ
イイ
ルル「「
だだ
んん
だだ
んん
」」

特
別
支
援
教
育
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
と
ど
ま
ら

ず
、
障
が
い
の
有
無
や
そ
の
ほ
か
個
々
の
違
い
を
認
め
、
多
種
多
様
な
人

が
互
い
に
尊
重
し
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
「
共
生
社
会
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

安安来来市市小小中中学学校校特特別別支支援援学学級級合合同同作作品品展展

児童・生徒の作品、通級指導教
室の紹介、プレイコーナー

ふふれれああいい広広場場

市内の特別支援学級で学ぶ児童・生徒の
作品展示などのほか、来場者とふれあう場
（プレイコーナー）を特設します。

２月１日㈮～２月４日㈪
１０時～１８時（４日は１３時まで）

プラーナ２階

●問い合わせ…南小学校・大島
℡２２‐２８０７

個個
別別
のの
移移
行行
支支
援援
計計
画画

期 間

場 所

展示物
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ど
こ
か
ら
感
染
す
る
か

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
の
腸
の
中

で
増
殖
し
、
吐
き
気
や
お
う
吐
、
発

熱
、
下
痢
、
激
し
い
腹
痛
な
ど
の
症

状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
通
常
の
場

合
、
症
状
は
１
〜
３
日
間
で
治
ま
り

ま
す
が
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど

が
か
か
る
と
、
重
症
化
す
る
恐
れ
が

あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

●
食
べ
物
↓
人

ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
二
枚
貝

（
カ
キ
・
ア
サ
リ
な
ど
）
を
、
生
食

や
加
熱
不
十
分
で
食
し
た
こ
と
に
よ

り
感
染
し
ま
す
。

●
人
↓
食
べ
物
↓
人

感
染
し
た
調
理
人
な
ど
を
介
し

て
、
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
し
た
こ

と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

●
人
↓
人

感
染
者
の
排
せ
つ
物
（
ふ
ん
便
や

お
う
吐
物
）
の
不
適
切
処
理
な
ど
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。
乾
燥
す
る
と
ウ

イ
ル
ス
が
空
気
中
に
舞
い
あ
が
り
、

空
気
感
染
し
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

は
、
一
年
を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
冬
場
に
流
行
し
、
感
染

力
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

手
洗
い
や
殺
菌
な
ど
に
心
掛
け
、

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問い合わせ
いきいき健康課
℡２３‐３２２０

健
康
な
歯
を
い
つ
ま
で
も

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

８
０
２
０
達
成
者

今
年
度
は
５０
人

冬冬
もも
食食
中中
毒毒
がが
多多
発発
しし
まま
すす
！！

充
実
し
た
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
歯
の
大

切
さ
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
市
で
は
、
８０
歳

で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
る
市
民

を
、「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

達
成
者
」
と
し
て
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
達
成
者
は
５０
人
。
１１
月
２２
日
に

安
来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
表
彰
式

に
は
３０
人
が
出
席
し
、
近
藤
市
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
は

ノロウイルスによる食中毒予防３つのポイント

●感染しないよう、普段から
食べ物や家族の健康状態に
注意する。
●症状があるときは、直接食
品を取り扱う作業をしない。

●調理器具の消毒・加熱
・次亜塩素ナトリウム（塩
素濃度２００ppm）に浸す。
・熱湯（８５℃以上）で１分
間以上加熱。

●食品の加熱
・中心温度が８５℃以上で１
分間以上になるよう加熱。

殺 菌

健康管理
調理する人の

調理器具・食材の

▲表彰式に出席した８０２０達成者の皆さん。
代表あいさつでは、安来町の冨田好二さん（前列
左から４人目）が、「家族の協力と、歯の手入れを
続けてきたおかげ。これからも健康のもとである歯
を大切にしていきたい」と述べました。

●洗うタイミングは
・トイレに行ったあと
・台所に入る前
・料理の盛り付け前 など
●汚れの残りやすいところ
をていねいに
・親指、指・爪の間、手首
親指まわり など

手 洗 い
調理前などの

石
け
ん
と
流
水
で

よ
く
手
洗
い
し
ま
し
ょ
う
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新新着着図図書書紹紹介介

本屋さんで待ちあわせ
三浦しをん

大名の家計簿 山下昌也
空の拳 角田光代
永遠者 辻 仁成
６４ 横山秀夫
神様の贈り物 木内一裕
ことり 小川洋子
スリジエセンター１９９１

海堂 尊
〈お子さんのほん〉
あるいてます みやにしたつや
つち どすん 新井洋行
なでしこの誓い 上野直彦

卵とじの縁包丁浪人２ 芦川淳一
月の輪草子 瀬戸内寂聴
被災地の空に花を咲かせた日

高田佳岳
はじめてのおうちカット

砂原由弥
手づくり歳時記１２ヶ月

宇田川一美
〈お子さんのほん〉
せきとりしりとり 高畠那生
だじゃれどうぶつ図鑑 薮内正幸
こないかなロバのとしょかん

モニカ・ブラウン
おりがみ 12か月ふゆ 寺西恵里子

衣もろもろ 群ようこ
母性 湊かなえ
江神二郎の洞察 有栖川有栖
平清盛 ４ 藤本有紀
出雲縁結び散歩 まのとのま
廃城をゆく３ かみゆ歴史編集部
遺産相続図鑑 岩田佑介
図解でわかる坐骨神経痛

田村睦弘
〈お子さんのほん〉
チャレンジミッケ！ ９

ウォルター・ウィック
ムジナ探偵局 ８ 富安陽子
あんたがサンタ？ 佐々木マキ
木のまつり 新美南吉

℡３７－００５０

●お詫びと訂正（はくた図書室の閉館時刻について）
先月号の広報紙１９ページに掲載した、「はくた図書
室の閉館時間変更」の内容に誤りがありました。
正しくは次のとおりです。お詫びして訂正します。
平日の閉館時刻は、１９時が１８時に変わります
（期間は、１２月３日㈪～平成２５年３月２９日㈮）

道道
のの
駅駅
ああ
らら
エエ
ッッ
ササ

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

（（
多多
目目
的的
施施
設設
））

１２
月
９
日
、
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ

に
、
多
目
的
施
設
「
な
か
う
み
交
流

館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
館
は
、
さ
ら
な
る
地
域

振
興
と
交
流
促
進
を
目
指
し
、
休
憩

や
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
会
場

と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

℡３２－４４５５

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
ご
利
用
で
き
ま
す

なな
かか
うう
みみ
交交
流流
館館
でで

イイ
ベベ
ンン
トト
なな
どど
をを
開開
催催
しし
まま
せせ
んん
かか

蔵書点検のため、次の期間は臨時休
館します。
休館期間…１月２８日㈪～２月１日㈮

（
活
用
例
）物
産
販
売
、
作
品
展
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
、

料
理
教
室
な
ど
。

臨臨時時休休館館ののおお知知ららせせ

図書館からのお知らせ

℡２２－２５７４

●はくた図書室

※
平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま
で

は
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

▲
開
放
的
な
館
内
。
仕
切
り
が

な
い
た
め
、
自
由
な
配
置
が
可

能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ

℡
２３‐

２
５
１
０
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戦国大名・尼子氏の居城があった月山富田城跡や
城下町広瀬のまち並みなどを巡る、第１回安来・月
山戦国ロマンウオークが 11 月 23 日に開催され、
市内外から約 350 人が参加しました。
安来節演芸館をスタートした参加者は、往路、城
安寺の脇を通り月山へ。中腹の山中御殿では、尼子
武者隊が鉄砲演舞で迎え、復路は、広瀬町のレトロ

ぼ だ い じ とうこうじ

なまち並みや尼子氏の菩提寺・洞光寺などを散策。
約 10 ㌔のコースを３時間かけて巡りました。史跡
の風情に紅葉も見ごろとなり、参加者は往時をしの
ばせる中世の世界に浸り楽しみました。

さん いずものよんおおかみ

古事記編纂 1300 年を記念して、出雲四大神の
ぬ きのおおかみ

一柱、野城大神を祭る能義神社奉納公演が 11 月
18 日、能義小学校で行われ、市内外から約 850
人が、神話ロマンを堪能しました。
読み語りでは、女優の浅野温子さんが古事記に
登場する能義神社祭神アメノホヒノミコトの物語
などを熱演。出雲神楽や安来市ふるさと大使ＨＡ
ＮＺＯさんによるコンサート、能義神社宮司・神
白明尚氏や浅野さんらが参加した神話トークなど
もあり、来場者は、地元に伝わる言
い伝えに思いをはせていました。

身ぶり手ぶりを交え、声色を自由自在に変えながら、
情緒豊かな表現で物語を読み上げる浅野温子さん。
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米国の日本庭園専門誌「ジャーナル・オブ・
ジャパニース・ガーデニング」が実施した、2012
年日本庭園ランキングで、足立美術館（古川町）
の日本庭園が日本一に選ばれました。
このランキングは、全国 900 カ所以上の名所・
旧跡の庭園を対象に、庭そのものの質、建物との
調和、利用者への対応などを総合的に評価し、順
位をつけるもの。2003 年の開始以来、同館は 10
年連続の日本一となり、その座を不動のものとし
ています。豊かな自然と徹底した管理による絶妙
な庭園美は、世界中から訪れる人びとに日本文化
の神髄を伝え、魅了しています。

市内の人権や福祉などの活動を市民に広く
知ってもらおうと、人権フェステバル「つなげ
て未来や２０１２ in はくた」が 12 月１日、はくた
文化学習館で行われ、約 200 人が訪れました。
中学生による少年の主張や、学校での取組発
表、人権標語・ポスター展示など、さまざまな
イベントを開催。夫婦デュオ「エスペランサ」
のトーク＆コンサートでは、難病のクローン病
を発病した妻の奥田良子さんが、発症から挫
折、社会復帰に至るまでの経験を語り、「不安
や悲しみを話すことから未来は変わる」と、一
歩を踏み出す大切さを呼び掛けました。

澄み渡るフルートの音色と優しい語りで、会場
を柔らかな雰囲気に包んだ奥田良子さん。（写真
右。同左はベースを弾く夫の奥田勝彦さん）

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

10 年連続で世界が認めた足立美術館の日本庭園。
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地域文化の振興に功績があったとして、安来節
家元四代目渡部お糸さんが、地域文化功労者文部
科学大臣表彰を受賞しました。
家元は、昭和 40 年に安来節の世界に入り、唄
の技量を磨き平成３年に家元を襲名。以来、国内
外で精力的に公演活動を続け、民謡安来節の普及
活動に尽力されています。「皆さんに喜んでいた
だけるのが原動力。安来節は無限の可能性を持っ
ています。今後も唄い続け、皆さんに少しでも明
るく元気になってもらいたい」と、さらなる安来
節の発展・振興を誓いました。

伯太太鼓（前田進会長）主催の「やすぎ和太鼓
まつり」が 12 月２日、安来節演芸館で行われ、
来場者約 350 人が和太鼓の魅力を堪能しました。
まつりは、伯太太鼓が結成 20 周年を記念し、
郷土芸能を盛り上げ、地域活性につなげようと、
市内の和太鼓グループを中心に参加を呼び掛けて
実現したもの。飯梨郷ふれあい太鼓や尼子太鼓、
ゲスト出演の三刀屋太鼓などの迫力ある演奏をは
じめ、ひろせ保育園と安田小学校の子どもたちに
よる元気一杯のばちさばきに、超満員となった会
場は、大いに盛り上がりました。

災害時の防災関係機関相互の連携や住民の災害
対応など、地域防災力の向上を目的とする総合防
災訓練を 11 月 17 日、安来港で実施しました。
訓練は、県東部を震源地とする大地震発生を想
定し、人命救急や消火活動、避難誘導など、さま
ざまな場面に応じた実演訓練を通して検証するも
の。このうち、市内各地で組織されている自主防
災組織が参加した発災対応型訓練では、消火器に
よる初期消火や、上着を用いた応急担架の作成な
どを行い、機敏な動作で対応してい
ました。

オープニングでは、伯太太鼓が神話をテーマに
した新曲「国生み」を披露しました。

地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
た
家
元
四
代
目
渡
部
お
糸
さ
ん
（
右
）
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市民や市内の福祉事業所利用者など、障がいの
ある人が手掛けた作品を紹介する、「第４回安来
市障がい者ふれあい作品展」が 12 月７日から４
日間、和鋼博物館で開催されました。障がい者の
社会参加などを目的に、毎年、障がい者週間（12
月３日～９日）にあわせて実施。
会場には、絵画や写真、張り絵など 50 点が並
び、古事記やオリンピックを題材とする作品をは
じめ、クリスマスリーフや折り紙を張り合わせた
羽子板など、手の込んだものも多く、感性豊かな
作品の数々が来場者を楽しませました。

10 月 13 日から３日間、岐阜県で開催された「第
12 回全国障がい者スポーツ大会（ぎふ清流大会）」
で、水泳競技に出場した山崎美由紀さん（切川
町）が、２５㍍自由形と２５㍍背泳ぎの２種目で優勝
を飾りました。
前回は背泳ぎが２位、自由形が３位と、あと一
歩で優勝を逃しただけに、悲願の金メダルを目指
して臨んだ今回。自由形では自己ベストを更新す
るタイムを出し、優勝に花を添えた山崎さんは、「緊
張しましたが、練習の成果が出てうれしい。最高
です」と、喜びを語りました。

市内の農林産物を一同に集めた農林業祭が
11 月 25 日、伯太庁舎で行われ、旬の野菜や特
産物などを買い求める人でにぎわいました。
第８回の今回は、40 業者（団体）が出店。
やすぎの卵、苗木、ドジョウ汁やイノシシ汁を
振る舞うブースには、来場者の長い行列ができ
ました。このほか、丸太切り競争やナシの品種
当て大会、市内の小中学生が考えた「やすぎの
いちご」キャラクターの投票なども行われ、会

場は収穫の秋を楽しむ人びとで
あふれました。

のこぎりで丸太（直径約 20 ㌢）裁断の早さを競う
丸太切り競争。

金
メ
ダ
ル
を
は
に
か
み
な
が
ら
披
露
す
る
山
崎

さ
ん
。
表
彰
台
で
は
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
た
と

振
り
返
り
ま
し
た
。
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ＮＨＫ連続テレビ小説で舞台地となった安来
市・境港市・調布市（ゲゲゲの女房）、岸和田市
（カーネーション）、松江市（だんだん）、大田区
（梅ちゃん先生）の６市による全国初の朝ドラサ
ミットが 11 月 10 日、岸和田市で開かれました。
これは朝ドラでの盛り上がりを一過性で終わら
せないようにと、６市連携の「朝ドラ舞台地連携
ネットワーク連絡会議」の設立記念事業として開
催したもの。各舞台地の事例発表やトークセッ
ションを行い、今後、情報共有や連携によるメリッ
トを生かしていくことが話されました。

安来市出身で、現在、大学でフェンシング競技を続けてい
る３選手が、ジュニアの国際大会で活躍しています。石原加
奈子さん（東京女子体育大学２年）、長島徳幸さん（法政大学
１年）、安部凌さん（早稲田大学１年）の３人で、いずれも安
来高校出身。長島さんと安部さんは、昨年の全国高校総体で
団体優勝した男子フェンシング部のメンバーです。
国際大会には、石原さんは個人サーブルで２大会、長島さ
んは個人フルーレで３大会（１大会はシニア）、安部さんは個
人サーブルで１大会に出場。このうち、直近 12 月に開催され
た大会では、石原さんは予選突破、長島さんは 32 位とシニア
大会は３位の結果で、今後のさらなる活躍が期待されます。

12 月 1 日、宇賀荘小学校１～４年生の児童が、
シンガー・ソングライターで安来市ふるさと大使
のＨＡＮＺＯさんが作詞作曲した、安来市ＰＲソ
ング「あだん～この街安来～」に合わせたダンス
を、地域の人たちに披露しました。これは、学校
での学習成果などを発表する、第１回宇賀荘フェ
スティバルのオープニングで演じたもの。踊り
は、安来節演芸館スタッフの振り付け指導によ
り、手足を大きく動かす動作が特徴で、軽快な曲
にのった元気な踊りが、来場者を楽
しませました。

・石原加奈子さん

（写真右上）

・長島徳幸さん

(同左上）

・安部 凌さん

（同左下）

主役を２度演じた、女優の三倉茉奈さん、三倉
佳奈さんをゲストに、現在放送中の舞台地であ
る大阪市大正区、次期舞台地となる岩手県久慈
市の関係者も来場しました。
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年
末
年
始
の
市
役
所
・
市
関
連

施
設
の
休
業
日
等

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
先
月
号
の
広
報
紙

２７
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
各
施
設
に
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
各
庁
舎
の
休
業
日

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

休
業
日

１２
月
２９
日
㈯
〜
１
月

３
日
㈭
（
休
業
期
間
中
は
宿
日

直
対
応
。問
い
合
わ
せ
先
は
、次

の
と
お
り
で
す
）

▽
安
来
●庁（
℡
２３‐

３
０
０
０
）

▽
広
瀬
●庁（
℡
２３‐

３
２
０
０
）

▽
伯
太
●庁（
℡
２３‐

３
３
０
０
）

▽
水
道
●庁（
℡
２３‐

２
０
２
０
）

※
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
内
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
Ｊ
Ｒ
安

来
駅
隣
接
・
℡
２３‐

７
６
６
７
）

で
は
、
１２
月
３１
日
と
１
月
１
日

の
休
業
日
を
除
い
て
、
住
民

票
・
印
鑑
証
明
書
、
イ
エ
ロ
ー

バ
ス
の
定
期
（
回
数
）
券
の
即

日
交
付
お
よ
び
戸
籍
謄
抄
本
・

所
得
（
課
税
）
証
明
書
の
取
り

次
ぎ
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
関
連
施
設
の
年
末
年
始
休
業

日
の
訂
正
に
つ
い
て

先
月
号
の
広
報
紙
２７
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
「
市
役
所
・
市
関

連
施
設
の
休
業
日
」
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
訂
正
個
所
は
次

の
と
お
り
で
す
の
で
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

●
つ
ど
い
の
広
場
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

▽
誤
…
１２
月
２８
日
〜
１１
月
５
日

▽
正
…
１２
月
２８
日
〜
１
月
５
日

●
観
光
交
流
プ
ラ
ザ

▽
誤
…
１２
月
３１
日
〜
１
月
１１
日

▽
正
…
１２
月
３１
日
〜
１
月
１
日

「
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」（
案
）
に
対
す

る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

●申
●問
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
市
長
会
事
務
局
（
米
子
市
企

画
課
内
）
℡
０
８
５
９‐

２３‐

５
３
７
６
／
℻
０
８
５
９‐

２３

‐

５
３
９
２
／
メ
ー
ルnakaum

i

@
w
eb

‐sanin.co.jp

・
企
画
調
整
課
℡
２３‐

３
０
５
９

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

市
長
会
（
安
来
市
・
米
子
市
・

境
港
市
・
松
江
市
・
出
雲
市
で

構
成
）
で
は
、
こ
の
圏
域
の
一

体
的
な
発
展
を
図
る
た
め
の
将

来
像
や
方
向
性
を
示
し
た
「
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
そ
の
素
案
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所

企
画
調
整
課
（
安

来
●庁
）
・
広
瀬
●地
・
伯
太
●地
ま

た
は
市
長
会
を
構
成
す
る
各
市

の
担
当
課
。
各
市
お
よ
び
市
長

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

応
募
方
法

ご
意
見
・
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
の
場
合
は
市
長
会
事
務

局
ま
で
、直
接
お
持
ち
の
場
合
は

企
画
調
整
課
（
安
来
●庁
）
ま

た
は
市
長
会
を
構
成
す
る
各
市

の
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
様
式
自
由
）

募
集
期
限

１
月
１８
日
㈮

そ
の
他

ご
意
見
に
対
す
る
個

別
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、

検
討
内
容
を
取
り
ま
と
め
、
後

日
公
表
し
ま
す
。

安来市では、平成２５年度採用予定の職員採用
試験（第２回）を行います。

【期日】１月１９日㈯ 【場所】安来中央●交
※２次試験の日時等は、１次試験合格者に通知し
ます。
試験募集要項に基づき、試験申込書を人事課まで
提出してください。
※募集要項は人事課で配布します。要項の郵送を
希望する人は、封筒の表に『職員採用試験申込
書請求』と朱書きし、90 円切手を貼付した、
あて先明記の返信用封筒（長形３号※12 ㎝×
23.5 ㎝）を必ず同封してください。（要項は、
市のホームページからダウンロードできます）
１月８日㈫必着（受付時間は、８時３０分～１７時１５分）
※年末年始（１２月２９日～１月３日）、土日・祝日を除く。

受 験 資 格
昭和５８年４月２日から平成７年４月
１日までに生まれた人。

募集人員

２名程度

職 種

土木

行行

政政

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

●申●問要項等の請求先
安来市人事課 ℡２３‐３０２１
〒６９２‐８６８６ 安来市安来町８７８‐２

平成２４年度（平成２５年度採用予定）

安来市職員採用試験

職種・募集人員・受験資格

受験手続

受付期間

１次試験
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平
成
２４
年
分
の
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

●問
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２‐

２６‐

２
８
０
０

・
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
６

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど

の
、
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
て
い

る
人
に
、
平
成
２４
年
中
に
支
給

さ
れ
た
年
金
額
や
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
源
泉
徴
収
票
を
お
送
り

し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期

１
月
中
旬
ご
ろ
。

平成25年1月から12月までの間に、農地の賃貸借契約をされる場合、以下の情
報を参考に、貸し人と借り人双方の話し合いの上で契約を締結してください。

平成 24年分から贈与税の申告も
e-Tax がご利用できます

防火・防災への願いを新たに挙行します。

１月１３日㈰日時・場所
国税庁のホームページにある「確定申告書
等作成コーナー」で、画面の案内に従って金
額などを入力すれば、税額などが自動計算さ
れ、贈与税の申告書が作成できます。
※平成24年分の「確定申告書等作成コーナー」
は、１月上旬に公開予定です。

●式典 10 時～、安来市民会館
●通常点検・機械器具点検・一斉放水

11 時 15 分ごろ～、安来港ふ頭

安来市消防団では、男性
団員・女性団員を募集して
います。住民の皆さんの安
心・安全を守るため、若い
力を募集します。

・添付書類の提出を省略

・還付がスピーディー

・最高 3,000 円の税額控除

詳しくは、国税庁のホームページ
www.nta.go.jp

伯太地域

8,400（ 7,400）

14,000（14,000）

1,500（ 1,000）

93（ 122）

42（ 34）

60（ 71）

12（ 4）

118（ 112）

56（ 38）

4,500（ 9,800）

12,700（12,700）

1,000（ 3,000）

87（ 41）

9（ 9）

広瀬地域

7,200（ 7,100）

16,000（10,000）

1,900（ 4,700）

44（ 16）

36（ 34）

70（ 90）

18（ 20）

77（ 162）

9（ 17）

安来地域

8,700（ 9,500）

20,400（17,000）

3,000（ 2,400）

249（ 271）

36（ 40）

69（ 60）

14（ 20）

266（ 260）

79（ 53）

平均（円）

最高（円）

最低（円）

データ数

平均（㎏）

最高（㎏）

最低（㎏）

データ数

データ数

データ数

平均（円）

最高（円）

最低（円）

データ数

現 金

米 穀

使用貸借

現 金

使用貸借

田

畑

贈与税の申告も ｅーＴａｘで

※この情報は、平成２３年度の利用権設定の賃借料などを基に算出したものです。

※（ ）内は前回

e-Taxならこんないいことに

農農地地のの賃賃借借料料情情報報をを提提供供ししまますす

●安来市における農地の賃借料情報＜１０アール当たり＞

●問農業委員会事務局 ℡２３‐３３６０

平成２５年 安来市消防出初式

消防団員を募集しています

●問消防総務課 ℡２３‐３４１０

２０



石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
の
疾
病

の
補
償
・
救
済
に
つ
い
て

●問
島
根
労
働
局
労
災
補
償
課

℡
０
８
５
２‐

３１‐

１
１
５
９

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
長
い
年
月
を
経

て
発
症
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発

症
し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保

険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ

く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
人
が
、
過
去
に
石

綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場

合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
最
寄

り
の
都
道
府
県
労
働
局
ま
た
は

労
働
基
準
監
督
署
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

そ
の
他

詳
し
く
は
、
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

土
地
の
公
売

●申
●問
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

市
で
は
、
次
の
土
地
を
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

公
売
土
地

下
表
の
と
お
り
。

申
込
方
法

申
請
書
・
入
札
書

を
管
財
課
（
安
来
中
央
●交
内
）

ま
で
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

２
月
４
日
㈪
１０
時

〜
２
月
１３
日
㈬
１７
時

入
札
の
日
時
・
場
所

２
月
１８

日
㈪
、
安
来
中
央
●交

そ
の
他

詳
し
く
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
管
財
課
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入所（園）資格の適正な審査を行うた
め、家庭状況などを確認することを目的
に行います。

面接が必要な人
①初めて入所（園）を希望する人
※入所希望児童の兄または姉が、継続入所を
希望しており、面接時点で保護者がともに
勤務（就労）している場合は対象外とします。

②入所申込書の「保育の理由」欄で「⑦その他
（求職中を含む）」を選んだ人。

▼①②以外の場合は、原則面接を行いませんが、
市が「面接が必要」と判断したときは、別途
連絡をします。

面接日程・場所
・受 付…１３時００分～１４時３０分

・面接時間…１３時３０分～１５時００分

●公売土地 ＜所在地…安来市荒島町字御崎＞

※入所申込書の第一希望欄に記入された保育所
（園）までお越しください。（面接日程の個別
通知はいたしません）
※日程の都合がつかない場合
は、事前に子ども未来課ま
でご連絡ください。

※単価は、36,000 円／㎡。

▼公売土地の現況写真

最低売却価格

11,691,000 円

12,367,440 円

12,779,640 円

12,042,000 円

地 積

324.75 ㎡

343.54 ㎡

354.99 ㎡

334.50 ㎡

地目

宅地

宅地

宅地

宅地

地 番

1520番５

1520番６

1520番７

1520番８

番号

⑴

⑵

⑶

⑷

面 接 会 場
安来保育園、安来保育所
みゆき保育園
ふたば保育園
ひろせ保育園、広瀬保育所
赤江保育所、大塚保育所
飯梨保育所、荒島保育所

切川保育所、城谷保育所（※）
※城谷保育所の面接会場は、
社日●交に変更となりました。

安田保育所、井尻保育所
母里保育所、赤屋保育所
布部保育所、比田愛育園
あゆみ保育園
（面接会場は、島田●交です）

面接日
１月１５日㈫
１月１６日㈬
１月１７日㈭
１月１８日㈮
１月２１日㈪
１月２２日㈫

１月２３日㈬

１月２４日㈭
１月２５日㈮
１月２８日㈪

１月２９日㈫

市市道道上上荒荒島島線線
入入札札物物件件（（１１））～～（（４４））

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

平成２５年度 保育所（園）入所の面接日程

●問子ども未来課
℡２３‐３２１４

２１



平
成
２５
・
２６
年
度
安
来
市
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付

●申
●問
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

受
付
期
間

１
月
４
日
㈮
〜
１

月
３１
日
㈭
（
郵
送
可
。
当
日
消

印
有
効
）

申
請
の
種
類

▽
建
設
工
事

▽
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等

▽
物
品
の
製
造
の

請
負
等
。

そ
の
他

▽
申
請
は
、
安
来
市

水
道
事
業
、
安
来
市
病
院
事
業

へ
の
申
請
を
兼
ね
ま
す

▽
申

請
様
式
等
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
１０
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
１０
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
２４
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
２４
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２１
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

１
月
１６
日
㈬
１３

時
１５
分
〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時

間
）
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

口
腔
衛
生
展

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

歯
科
検
診
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
、
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。

（
歯
科
検
診
は
、
保
護
者
の
人

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

日
時
・
場
所

１
月
２０
日
㈰
１０

時
〜
１５
時
、
プ
ラ
ー
ナ
２
階

●
フ
ッ
化
物
塗
布

受
付
時
間

▽
２
〜
３
歳
児
…

１０
時
〜
１２
時

▽
４
歳
以
上
の

お
子
さ
ん
…
１２
時
〜
１４
時
３０
分

料
金

５
０
０
円
。

そ
の
他

フ
ッ
化
物
塗
布
後
３０

分
間
は
飲
食
で
き
ま
せ
ん
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐
３
２
２
２

日
時

１
月
２９
日
㈫

▽
７
〜
８
カ
月
児
…
９
時
４５
分

〜
１０
時

▽
１２
〜
１８
カ
月
児
…

１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分
（
受
付

時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

１
月
２５
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
健
診
時
に
配
布
）
、
参
加

費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
、
１２

〜
１８
カ
月
児
は
子
ど
も
用
歯
ブ

ラ
シ
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
保
健
師
さ
ん
と
お
話
会
」

（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

生
活
リ
ズ
ム
や
ト
イ
レ
ッ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
し
つ
け
に
つ

い
て
な
ど
、
保
健
師
や
子
育
て

中
の
保
護
者
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
お
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
時
・
場
所

１
月
１７
日
㈭
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
演
会
「
助
産
師

さ
ん
が
お
話
し
す
る
卒
乳
」

（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

１
月
２３
日
㈬
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
・
講
座
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

１
月
２１
日
㈪
・
２８
日
㈪

１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円（
１
回
）。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

イベント情報QRコード

教教
室室
・・
講講
座座

保保

健健

２２



●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド
初

級
コ
ー
ス
」（
オ
フ
ィ
ス
２
０

１
０
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
対
応
）

日
時

１
月
２３
日
㈬
・
２４
日
㈭
・

３０
日
㈬
・
３１
日
㈭（
４
日
間
）、

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
対
象

▽
定
員
１５
人
（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
認
定
職
業
訓
練
研
修
講
座

企
業
な
ど
に
勤
め
る
在
職
者

が
対
象
で
す
。

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
も
定
員
１５

人
（
５
人
以
上
で
開
講
）

①
監
督
者
研
修
（
Ｔ
Ｗ
Ⅰ
方
式

の
う
ち
「
仕
事
の
教
え
方
」
）

期
日

１
月
７
日
㈪
〜
８
日
㈫

受
講
料

１
万
２
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）

②
中
小
企
業
の
ト
ヨ
タ
式
現
場

改
善
能
力
向
上
研
修

期
日

１
月
１５
日
㈫
〜
１６
日
㈬

受
講
料

１
万
６
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
１
０
０
０

円
）

③
社
会
保
険
基
礎
講
座

期
日

１
月
２２
日
㈫
〜
２３
日
㈬

受
講
料

１
万
２
０
０
０
円

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所

１
月
１７
日
㈭
９

時
〜
１２
時
、
安
来
中
央
●交

内
容

消
費
者
問
題
（
悪
質
商

法
や
多
重
債
務
、
事
業
者
に
対

す
る
苦
情
な
ど
）
。

出
前
安
来
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
無
料
・
要
申
込
）

●問
市
民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所
（
申
込
先
）

１
月
２９
日
㈫
１３
時
３０
分
〜
１７

時
、
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

内
容

消
費
者
問
題
（
悪
質
商

法
や
多
重
債
務
、
事
業
者
に
対

す
る
苦
情
な
ど
）
、
生
活
に
関

す
る
お
困
り
ご
と
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４

日
時
・
場
所

１
月
１９
日
㈯
１３

時
〜
１７
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

内
容

相
続
、
遺
言
、
不
動
産

売
買
、
お
金
の
貸
借
、
悪
質
商

法
、
会
社
の
登
記
、
裁
判
、
調

停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財

産
管
理
な
ど
。

そ
の
他

予
約
受
付
は
平
日
１２

時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

・
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

▽
１
月
１０
日
㈭

・
１１
日
㈮
・
２３
日
㈬
１３
時
３０
分

〜
１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

▽
１
月
３０
日
㈬
、
安
来
中
央
●交

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会

（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
℻
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

メ
ー
ルshim

a
ne
-
ess@

oa
sis.

ocn
.ne
.jp

日
時
・
場
所

１
月
１０
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

１５
歳
か
ら
４０
歳
未
満
の

人
ま
た
は
、
家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

１
月
８
日
㈫

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
と
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相

談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１５
時
３０
分

▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
申
込
）

▽
９

時
３０
分
〜
１７
時

▽
い
き
い
き

健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

安
来
市
加
納
美
術
館

「
碗
を
愉
し
む
〜
名
碗
と
備
前

焼
茶
道
具
〜
」

●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

全
国
各
地
の
名
匠
が
、
多
彩

な
個
性
と
作
風
で
表
し
た
名
碗

の
数
々
と
備
前
焼
の
茶
道
具
を

展
示
し
ま
す
。

期
間
・
場
所

１
月
１１
日
㈮
〜

５
月
２７
日
㈪
、
加
納
美
術
館

同
時
展
示

▽
日
本
画
（
小
野

ち
っ
き
ょ
う

よ
う
そ
ん

竹
喬
・
池
田
遙
邨
作
品
展
）

か
ん
ら
い

▽
郷
土
作
家
（
加
納
莞
蕾
作
品

展
※
油
彩
・
墨
彩
・
書
ほ
か
）

第
１０
回
宇
賀
荘
寒
椿
展

●問
宇
賀
荘
●交
℡
２３‐

０
７
２
１

地
元
の
ツ
バ
キ
や
珍
し
い
品

種
な
ど
を
多
彩
に
展
示
し
ま
す
。

日
時

１
月
１８
日
㈮
〜
２０
日
㈰

９
時
〜
１７
時

場
所

宇
賀
荘
●交

一
風
亭
包
丁
研
ぎ
屋

●問
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

℡
２３‐

０
０
０
７

ご
家
庭
で
お
使
い
の
包
丁

を
、
日
立
金
属
安
来
工
場
の
Ｏ

Ｂ
な
ど
が
丹
念
に
磨
き
上
げ
、

切
れ
味
を
蘇
ら
せ
ま
す
。

日
時

毎
月
第
３
土
曜
日
１０
時

〜
１７
時
（
受
付
は
１５
時
ま
で
）

場
所

や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

料
金

１
本
５
０
０
円
か
ら
。

そ
の
他

▽
包
丁
以
外
の
も
の

に
つ
い
て
は
要
相
談

▽
後
日

渡
し
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相相

談談

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

イイ
ベベ
ンン
トト

２３






